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祉等専門分科会 
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事務局  

公開の可否 □可  ■不可  □一部不可 傍聴者数  

公開不可・一部

不可の場合は、

その理由 

書面開催のため 

会議次第 

１ 議題 

（１）第９期相模原市高齢者保健福祉計画について 

（２）令和６年度当初予算（高齢者福祉関連）の概要について 

（３）その他 



 

2 

 

審  議  経  過 

 

事務局より議題に係る説明資料及び意見を求める回答票の送付を行った。 

書面により審議を行い、本議案内容について、次のとおり意見があった。 

内容は次のとおり。 

 

１ 議題 

（１）第９期相模原市高齢者保健福祉計画について 

 

（笹野会長）今回の計画策定は、いくつかの主要な行政計画が同時に改定される中で

の作業で、事務局も大変なご苦労をされたかと思うが、今後の指針を的確に示した

良い計画がまとまったと思う。ご議論を尽くしていただいた各委員の皆さん、ご尽

力いただいた事務局の皆さんに敬意を表したい。以下は、今後の進め方に対する私

見なので、参考程度にお取り扱いいただければと思う。 

 ・ パブリックコメントの３ページなどにも一部意見が寄せられているが、福祉施

策が地域住民主体に移行されたり、効率化が図られたりすることに対し、「サー

ビスの切り捨て」と認識する市民が決して多くはないと思うが一定数いるものと

思われる。現状や想定される課題、今後の方向性等について、当該計画の内容も

含めて、可能な限り機会をとらえて周知に努められるよう、改めてお願いしたい。 

 ・ パブリックコメントの１２ページにも指摘があるが、「地域包括支援センター」

の機能強化は、地域包括ケアシステムの根幹をなすものと認識している。「市の

考え方」に「効果的・効率的な運営に向けて主体的に検討してまいります。」と

ある。その役割は今後さらに重要になるものと思われるが、「８０５０問題」や

「孤独・孤立」の問題など、個人・世帯における「困りごと」が、複合化・多様

化し、かつ潜在化する中で、「地域包括支援センター」のみでは解決することが

難しいケースが今後も増加していくものと思われる。計画の２５ページ（４）に

示されている「地域ケア会議」の充実、ＣＳＷ等との連携などを進めていくにあ

たっては、すでに各地域で取り組まれている地区社会福祉協議会、民生委員児童

委員協議会、ＣＳＷなどによる小地域の支え合い活動と、「地域包括支援センタ

ー」が取り組む地域づくり事業が『連帯』として（一体となって）取り組める環

境づくりがこれまで以上に求められると考えます。本計画の具現化を通して、こ

うしたネットワークづくり・環境づくりが進むことを期待する。 

 

（島森委員）パブリックコメントの実施で特に感じたのは、現在まで介護支援が必要

でない方々が、今後のことについて多くの不安を感じていることがよく分かった。

現状を維持していくことの必要な考え方として、仲間づくりの場の確保や交通手段
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の必要性等を表記されており賛成する。予防に関して関心を持っていることに対し

て、何らかの対策が更に必要と感じた。 

高齢者に限らず、生活していく上で、「自助」「共助」「公助」の考えが基本と日

頃より考えている。当方はこの考えを仲間と一緒に行動していく中で自然と身に付

けていったように思う。仲間（他人）の意見を聴くことは、視野が広がり、将来へ

の不安の軽減もあると思われるので、元気なうちに「仲間づくり」の場への参加は

必要と感じる。 

 

（相澤委員）文脈、脈略が解り易く、またコラムが大変有効的に思う。認知症施策推

進計画の充実には、感謝申し上げ、今後に期待している。災害時における対応は喫

緊の課題でもあり、更なる計画推進をお願いしたい。 

 

【事務局】第９期相模原市高齢者保健福祉計画の推進に当たっては、いただいた意見

を踏まえて、各事業等を進めてまいる。 

 

（２）令和６年度当初予算（高齢者福祉関連）の概要について 

 

（島森委員）限られた福祉の予算の中で、検討された結果と受け止めた。福祉予算は

高齢者対策に限らず「子育て」「障がい者」等々、充分であるとは思わないが、限

られた財政の中で配分されるものと考える。 

 

【事務局】高齢者等が地域で安心して、いきいきと充実した生活を送ることができる

よう、引き続き、必要な財源の確保に努めてまいる。 

 

（３）その他 

 

（大貫委員）計画書を一人でも多くの市民に知ってもらうための情報提供が必要と思

う。また、計画の要約版があると良い。検討をお願いする。 

 

【事務局】計画書の周知に当たっては、計画の概要版や小・中学生など幅広い世代に

も分かりやすい言葉で表記した分かりやすい版の作成・配布、手話通訳付きの計画

概要の説明動画の配信など、周知啓発に努めてまいる。 

 

 

以 上   
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相模原市社会福祉審議会高齢者福祉等専門分科会 委員名簿 

 

 氏   名 所 属 等 備  考 出欠席 

１ 相澤 由美 相模原人権擁護委員協議会  出席 

２ 阿部 匡秀 一般社団法人相模原市高齢者福祉施設協議会 職務代理 出席 

３ 石黒 雄彦 相模原市老人クラブ連合会  出席 

４ 梅澤 慎一 一般社団法人相模原市医師会  出席 

５ 大貫 君夫 相模原市民生委員児童委員協議会  出席 

６ 梶川 義人 日本虐待防止研究・研修センター  出席 

７ 笹野 章央 社会福祉法人相模原市社会福祉協議会 会 長 出席 

８ 篠塚 実希子 相模原市自治会連合会  出席 

９ 島森 政子 
特定非営利活動法人 

相模原市障害児者福祉団体連絡協議会 
 出席 

10 田中 雄一郎 相模原市歯科医師会  出席 

11 羽田  彌 特定非営利活動法人相模原ボランティア協会  出席 

12 森谷 郁美 相模原公共職業安定所  出席 

 


